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～ 29日、10月 1日～ 6日、8日。全 10回）をとりあげておきたい。
主人公の「祝」は、「一人際立って身のこなしの敏捷な、日本語の達者な満系」通訳であるが、
日系からも満系からも嫌われ憎まれ疎まれている。しかし、上司として赴任して祝に出会った
風間真吉とその妻みちにとっては、「毒にも薬にもなる果物の誘惑」を与えるような存在である。
実際の祝はいつでも秘かに拳銃を肌身につけており、その仕事ぶりは「とげとげしい刃物」のよ
うで油断ならない面があったが有能であり、すぐれた直観力や判断力、戦略や行動力により真吉
を助け、しだいに日系職員の物腰も変わっていく。しかし祝のほうは、満洲国の官吏としての仕
事を全うするという点で一貫しているのだが、実際に何を考えているかがわからない。語りの上
で祝廉天は、基本的に真吉の眼を通して語られているため、語り手が祝廉天の内面に立ち入るこ
とはない。したがって、「祝といふ男」は最後まで正体不明のままである。日本語が堪能な植民
地人（境界人）の内面の不可解さ、宗主国との関係の危うさについては、中島敦の「マリヤン」（『南
島譚』今日の問題社、1942）にも描かれているが、宗主国の男性と植民地の女性の関係の表象と
いう点では類型化された植民地文学である「マリヤン」に対して、「祝といふ男」は、宗主国の
女性と植民地の男性の関係をも表象している点に特徴がある。当時の評価としては芥川賞候補作
に終わっているが、今日では大学生用の教科書にも採録されている。
「祝といふ男」のような小説を再評価するためにも、私たちは共同研究において「外地の日本
語文学」という問題設定を共有している。西成彦は、「「外地の日本語文学」とは、日本語使用者
が非日本語との不断の接触・隣接関係を生きるなかから成立した文学のこと」（『〈外地〉日本語
文学論』世界思想社、2007）と汎用性のある定義をしているが、「祝といふ男」もまたそうした
定義に合致するテクストである。「外地」という用語の起源は必ずしも明確ではないが、はっき
りしているのは植民地概念を再検討する中で法律用語として用いられるようになったという事実
である。中村哲は「植民地という概念に代って公式に外地という概念が法令上用いられるように
なったのは昭和四年の拓務省設置以来のことといわれている」（『講座日本近代法発達史 5』勁草
書房、1958）としている。すなわち「外地」とは、昭和初期に「植民地」が有していた負の語感
を避けるために登場した概念であり、大日本帝国の植民地主義を隠蔽する用語であったが、今と
なっては隠蔽という事実を刻印する用語であり、「植民地」以上に植民地的な眼差しを体現する
用語でもある。したがって「外地」の日本語文学の範疇には、いわゆる植民地文学はもちろん、
それを大きく越える範囲の場所と関わるテクスト（①を参照のこと）を含めることが可能である。
「祝といふ男」が削除改稿のうえ採録された山田清三郎編『日満露在満作家短篇選集』（春陽堂
書店、1940）や川端康成ほか編『満洲国各民族創作選集』1・2（創元社、1942・1944）などは、
「五族協和」「王道楽土」の理念に基づき、「満洲独自の文学の樹立」「日満の文化交流などといふ
言葉以上の親近」（川端康成）を求めて生れたアンソロジーである。越境（とその困難さ）を前
提にして「外地」の日本語文学を研究することは、グローバル化の中で「世界文学」の在り方を
冷静に考える視座の獲得にもつながるのではなかろうか。
